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1. はじめに 

一般社団法人宮城県情報サービス産業協会[1]と東北工業

大学松田研究室は PBL(Project Base Learning)を通して，企

業で行われている手法で学生主体の情報システム開発を行

っている[2]．この PBLで情報システムとして毎年機能追加

や改修を実施している「オンライン交通情報マップ[3]」は，

仙台市の「せんだいスマートプロジェクト[4]」の一環とし

て市内の各大学が毎年作成している，「交通情報マップ[4]」

をオンライン化したものである．「交通情報マップ」には

大学生などに向けて，各大学の状況に合わせたバス停や時

刻表の情報などが記載されている．  

「オンライン交通情報マップ」はWebアプリケーション

として実装され，オンライン地図上にバス停などを表示し，

大学のキャンパスに向かうバス停の時刻表情報なども表示

する．せんだい市バスの情報は仙台市交通局がオープンデ

ータ[5]として公開している．データ形式は国土交通省が定

める「標準的なバス情報フォーマット」の GTFS-JP[6]に準

拠している．また，GTFS-JP フォーマットとして情報が公

開されていないバス情報は，Web ページの情報などから

GTFS-JP フォーマットのデータを作成している[7]．現在東

北工業大学の「オンライン交通情報マップ」は，これらの

GTFS-JP データをデータベースに登録し，Web アプリケー

ションとして開発している． 

PBL に参加する学生の所属大学や学部は制限していない．

そのため，PBL における情報システム開発はプログラムや

ネットワークの専門知識が乏しい学生も取り組みやすくし

ている．将来的な発展として，大学や地域を超えた複数の

開発プロジェクトによる PBLの実施を考慮し，オンライン

交通情報マップは様々な地域のバス情報を扱えることが望

ましい． 

そこで，地域によらず公開されている GTFS-JP データを

広く扱え，容易にシステム開発が行えるベースとなるオン

ライン交通情報マップの開発を行っている[8]．今回は，

GTFS-JP データをデータベースに登録し，JSON などで容

易に登録データを利用できるシステムを開発した．また，

東北地方のバス事業者などが公開している GTFS-JP データ

をデータベースに登録し，有効性を確認した． 

2. PBLによる情報システム開発 

「リーダー養成による産学連携キャリア教育・PBL[2]」

は，IT 企業で行われている情報システム開発手法を学生が

実体験することを目的に実施されている．情報システム開

発プロジェクトは学生で構成され，グループごとに学生の

プロジェクトリーダーがついて開発を行う．これまでは東

北工業大学を対象としたオンライン交通情報マップ開発を

PBL で行っていた．今後このキャリア教育・PBL を広く他

大学や他地域においても実施することを計画している．  

PBLは IT企業の具体的な業務内容を経験し，IT企業への

就職について向き不向きを事前に判断したり，就労後の業

務内容を理解することも目的に実施している．参加者は情

報関連学科の学生に限らず，他の分野の理系学部学科や文

系で学ぶ学生も対象としている．そのためプログラミング

経験の少ない学生も参加するため，データベースなどへの

アクセスなど複雑な機能を容易に実装できる API などの機

能も必要である． 

3. オンライン交通情報マップ 

図 1, 2 に「オンライン交通情報マップ」の画面を示す．

PBL で用いているベースとなる「オンライン交通情報マッ

プ」では，オンライン地図上のバス停の位置にバス停ピン

が表示され（図１），バス停ピンをクリックすると，その

バス停の時刻表が表示される（図２）．バス停ピンは，バ

ス停の位置情報，バス停名をデータベースから取得し，

JavaScriptなどを用いて配置する．時刻表はデータベースか

ら路線名，時刻情報を取得し，JavaScriptなどで表示する．

図３にオンライン交通情報マップの概要図を示す．Web ブ

ラウザがWebアプリケーションサーバーに要求した情報は

JSON 形式で返却される．PBL では図３の横縞模様の部分

の開発を行う．本研究では図３の斜線部分の開発を行った． 
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図 1 オンライン交通情報マップ 

 

図 2 時刻表の表示 
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4. GTFS-JPデータベース 

他大学や他地域で PBLを行う場合は，それぞれの大学や

地域で対象とするバス事業者が異なるため，複数の地域に

対応したバス情報データベースが必要となる．現在全国の

600 を超えるバス事業者が GTFS-JP データとしてバス情報

を公開している．オンライン交通情報マップを複数地域に

対応させるには，複数のバス事業者の GTFS-JP データをま

とめて扱えると効率的である．GTFS-JP フォーマットはデ

ータの自由度が高いため，バス事業者ごとのデータの差異

を考慮してバス情報データベースを作成する必要がある．

今回東北地方のバス事業者などが公開している GTFS-JP デ

ータを用いて，統一 GTFS-JP データベースを検討および検

証した． 

GTFS-JP データのファイル名，フィールド名に指定があ

るが，フィールドの並び順に決まりはなく，フィールドを

省略することが可能となっている．運賃定義情報も一部の

項目を省略できるなど，同じ意味の情報を複数のフォーマ

ットで記録することができる．このようにバス事業者によ

ってデータの形式が異なるため，データベースへ登録でき

る形式にデータを加工するプログラムを作成した． 

バスの時刻表については，季節やイベント実施時などに

通常と異なる時刻表が適用されることがある．この例外時

刻表の記録は GTFS-JP ではバス事業者によって異なる定義

がされている．データベースに登録する際は，統一したフ

ォーマットにする必要があるので，基準時刻表に加え例外

時刻表をテーブルとして定義し，一つの系統として扱える

ようにした． 

事業者ごとの GTFS-JP データはプログラムでデータの整

形を行い，データベースに登録する（図 3）．東北地域の

オープンデータとして公開されているデータの内 57バス事

業者の GTFS-JPデータをデータベースに登録した．  

5. 考察 

複数地域のバス事業者に対応した統一データベースの利

用によって，事業者ごとのデータを統一し，地域ごとに分

けて管理・取得することが可能となった．また，東北地方

のバス事業者の公開されている GTFS-JP データをデータベ

ースに登録し，有効性を確認することができた．これによ

り，GTFS-JP データによるバス情報が公開されている地域

でも PBLを行う場合に，オンライン交通情報マップの作成

が可能となった．オンライン交通情報マップを開発する際

に，時刻表の情報や運賃，バス停などの情報を利用した機

能を作成することが容易になった． 

6. まとめ 

宮城県情報サービス産業協会と東北工業大学松田研究室

でオンライン交通情報マップ開発の PBLを行っている．本

研究では，オンライン交通情報マップ開発 PBLを他大学や

他地域でも行えるように，複数地域の GTFS-JP データを登

録できる統一データベースを作成した．情報システムの開

発に不慣れな学生も PBLに参加できるように，容易にデー

タベースの情報を使うことができる API を実装した．実際

に東北地方で公開されている 57 の GTFS-JP データを登録

し有効性を確認した．これにより他大学や仙台市以外の地

域でオンライン交通情報マップを作成する場合に，容易に

バス情報のデータベースを作成し，オンライン交通情報マ

ップを開発することが可能となった．今後は，PBL で本シ

ステムを活用する予定である． 
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図 3 時刻表の表示 
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